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は
、

『

韓
婆
沙
論
』

は
六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

や

『

大
毘

婆
沙
論
』

の

系

統
の

『

婆
沙
論
』

か

ら

撰
し
た
の

で

は
な
い

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

一

例

を
あ
げ
る

と

色
処
の

説
明
の

と

き

に

『

稗

婆
沙
論
』

は

可
見
法
の

説
明
に

妙
音
と

世
友
の

意
見
を

紹
介
し、

六

十
巻
『

毘

婆
沙
論
』

で

は

妙
音
説
は

な

く
、

そ

の

代
わ
り
に

覚
天
と

ア

ビ

ダ
ル

マ

論
師
説
を

紹
介
し

て

い

る
。

　
冖

方、

龍
樹
の

『

大
智
度
論
』

に

は
声
聞
の

ひ

と

で

ア
ビ

ダ
ル

マ

の

論

議
に

従
う
も

の

を

毘
婆
沙
と
い

う
と

あ
り、

と

く
に

説
一

切

有
部
系
統
の

ア
ビ

ダ
ル

マ

論
師
は

毘
婆
沙
師
と

呼
ば
れ
て

い

た

と

い

う

事
実
が

あ
り

、

『

鞍

婆
沙
論
」

の

序
か

ら

も
複

数
の

『

婆
沙

論
』

が

存
在
し
た
こ

と

が

わ

か

る
。

　
六

十
巻
『

毘
婆．
沙
論
』

が

「

戦
乱
に

よ
っ

て

百
巻
の

う
ち
四

十
巻
が

失

わ
れ
た

の

で

は
な
く

、

『

毘

婆
沙

論
』

は

意
図

的
に

『

大

毘
婆

沙
論
』

の

十

門
章
の

説
明
と

大
天

問
題
と

を

無
視
し
た
」

と

い

う
仮

定
は

成
立
し

な

い

し、

十
四

巻
『

稗
婆
沙
論
』

は

こ

の

六

十
巻

『

毘
婆
沙
論
」

系

統
か

ら

の

抄
本
で

あ
る

と

は

い

え
な
い

。

な
ぜ

な
ら
ば
六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

は

も

と
も
と

解
釈
す
る

予

定
で

あ
っ

た

八
腱
度
の

う
ち

の

業
韃
度
以

降
を

欠

い

て

い

る

か

ら、

こ

れ
は

焼
失
し
た

四
十
巻
に

あ
っ

た
と

見
る
べ

き
で

あ

る
。

　
百

巻
『

毘

婆
沙

論
』

に

し

て

も、

二

百

巻
『

大

毘

婆
沙
論
』

に

し

て

も、

こ

れ

ほ

ど

大
容
量
の

『

婆
沙

論
』

が

編

纂
で

き

る
の

は、

五

百
人
の

阿
羅
漢
を

集
め

る

ほ

ど

の

編
集
会

議
で

な

い

と

で

き
な

い

だ

ろ
う

。

大
正

蔵
経
の

頁

数
よ

り

類
推
し
て

、

『

大
毘
婆

沙
論
』

は

百
巻
『
毘
婆
沙
論』

の

わ

ず
か

に
一

・

三

五

倍
で

あ

る
か

ら
、

こ

の

説
を

採
用
す
れ

ば、

『

大
毘

婆
沙

論
』

か

ら

の

要

約
版
が

百
巻
『
毘
婆
沙
論
』

で

あ
る

と

見
な

く
と

も

良
い

こ

と

に

な

る
。

す
な

わ
ち、

五

百
羅
漢
に

よ
る

『

八

鍵
度
論
』

の

註

釈
は

も

と

も

と

百
巻
程
度
の

も
の

で

あ

り
、

意
見
の
一

致
を

見
な
い

者

は
、

こ

の

『

婆
沙
論
』

の

原
型

を
も

と

に

修
正
補
説
し
た
の

で

あ
っ

て
、

複
数
の

『

婆
沙
論
』

が
あ
っ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

そ
し
て、

次

第
に

増
補

さ

れ
て

異

説
を

統
合
し

た

結
果、

一
・

三

五

倍
の

『

大
毘
婆

沙
論
』

と

な

っ

た

の

で

あ

り
、

『

大
智
度
論
』

に

は

現
在
の

『

大

毘
婆
沙

論
』

に

扱
わ

れ
て

い

る

大
天

問
題
や
小
善

成
佛
問
題
な

ど

重
要
な

課
題
に

触
れ
て

い

な

い

か

ら
、

『

大

智
度

論
』

の

こ

ろ

に

は

大
天

問
題
や

小
善
成
佛
問
題
の

論

じ

ら

れ

て

い

な
い

『

大
毘
婆
沙
論
』

系

統
の

『

婆

沙

論
』

、

あ

る

い

は

『

大

毘
婆
沙
論
』

原
型
が

出
来
上
が
っ

て

い

た
と

考
え
ら
れ

る
。

　
し

か

も
『

大

智
度
論
』

が

引
用
す

る

有
部

説
は

現
在
の

『

大

毘

婆
沙

論
』

に
一

致
し、

六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

と

は
一

致
し
な
い

か

ら、

こ

の

部
分
が

羅
什
の

増
補
で

な
い

か

ぎ
り
、

『

大

智

度
論
』

す
な

わ

ち

龍

樹

（

紀
元

百
五

十
1

二

百
五

十
年）

の

時

代
ご

ろ

に

は

『

大
毘
婆
沙
論」

系

統
の

『

婆
沙

論
』 、

あ
る

い

は

『

大
毘

婆
沙
論』

の

原
型

版
が

あ
っ

た

と

い

う
こ

と
に

な

る
o

『

阿
毘
曇
心
論
』

業
品
に

お

け
る

　
　

三

障
の

軽
重

に

つ

い

て

智

谷

公

和

　
こ

の

論
題

に

対

す

る

「

阿

毘

曇

心
論
』

（
》
げ

7
置
ぽ
餌
「

ヨ
甲

耳
匹
凶

唄
山−

盆
ω

肓
斜

大

正

蔵

経

它
o

」
韻
P

以

下
『

心

論
』

と

略

す
）

業

晶

（

｝

（

帥
蟐

ゴ
P
轡ー
ゴ
隔

嘱

α
n
購

叫）

に

お

け
る

業
障
の

軽
重
が

説
か

れ

て

い

る

偈
と

長
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行
は
、

六

四

偈
と

そ

の

長
行
で

あ
る

。

そ
れ
ら
の

偈
と

長

行
は、

大
正
蔵

経
二

八

巻
八
】

五

頁
上

段
二

七
行
か

ら

中
段
五

行
ま

で

で

あ
る

。

こ

の

偈

と

長
行
を

取
り
上
げ
る

こ

と

に

よ

っ

て、

三

障
の
一

つ

で

あ
る

業
障
の

軽

重
に

つ

い

て

論
述
し
て

い

き
た
い

。

論
述
方
法
は

、

『

心

論
』

と

心

論

系

の

論
書
を

対
照
し、

ま
た

『

心
論
』

と

玄
奘
訳
『

倶
舎
論』

や
、

こ

の

漢

本
に

相
応

す
る
プ

ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
を

参
照
し、

『
称
友
疏
』

等
を

対
比

さ

せ

て、

業
障
の

軽
重
に

つ

い

て

述
べ

て

い

く
も
の

で

あ

る。

　
『

心

論
』

の

業

障
の

軽
重
が

説
か

れ

て

い

る

六
四
偈
は、

「

若
し
業
の

僧

を

壊
す

る

は、

こ

れ
を

説
い

て

極
悪
と

な

す
。

第
一

有
中
へ

の

思

は、

當
に

知
る

べ

し
彼
は

最
大
な

り
。

」

こ

れ
を
六

四

偈
と

そ

の

長
行
を

参
照

し

て

解
釈
し
て

み

れ
ば

、

「

業
障
す
な

わ

ち

五

無
間

業
（
℃
餌
諌
o
国
置

凶

畧
甲

蔓
倒

且

π

胃
ヨ
飾

巳

の

中
で

破
和

合
僧
（

し・

9

日
伊q
ゴ
田−
び

滞
量）

が

最
大
悪

（
∋

筈
鯛・
ω

倒
く

四
Ω

養）

で

あ
る

。

第
一

有
（
非
想

非
々

想
処）

の

報
果
を

成
じ
る

思
が

世
善
中
の

最
大
果
（
ヨ

讐
鋤

亡

冨
冨
富
ヨ
”）

を

招
く

の

で

あ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

も
う

ご

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
り

ぜ
ん

る
」

と
さ

れ

る
。

こ

の

よ

う
に

誑
語
は
重

罪
で

あ
っ

て
、

離
染
や

得
果
の

起
こ

る
こ

と

を

妨
げ
る

の

で

あ
る

。

　

心
論

系
の

論
書
と

言
わ
れ

る
も

の

に

『

阿
毘

曇
心
論

経
』

（
大
正

蔵
経

Zo
°
一

挈
H、

以
下

『

心
論

経
』

と

略
す）

と
、

『

雑
阿

毘
曇
心

論」

（

大
正

蔵
経
乞
o
］

観
・。闇

以
下
『

雑
心
論
』

と
略

す
）

が

あ
る
。

こ

れ
ら
心

論
系

の

論
書
と

『

心
論
』

を

対
照
す
る

と

『

心
論
』

の

業
障
の

軽
重
に

つ

い

て

説
か

れ
る

偈
と
そ

の

長

行
に

対
応
す
る

の

は
、

『
心
論
経
』

で

は

六
三

偈

と

そ

の

長

行
（
大
正

二

八

巻
八

四
三

頁
下
段
八

行
か

ら

二

二

行
ま

で
）

で

あ
る
。

ま
た

『

雑
心
論
』

で

は
「

七
｝

偈
と

そ

の

長
行
（
大
正
二

八

巻
八

九
九
頁
中
段
一
］

行
か

ら

下
段
五

行
ま
で）

に

対
応
す
る

。

こ

れ

ら

心
論

系
の

論
書
も
「
心

論
』

と

同
じ

く、

業
障
の

軽
重
に

つ

い

て

破
僧
が

最
大

悪
で

あ
る

。

第
一

有
の

報
果
を

成
じ
る

思
が

最
大

果
で

あ
る

と

説
い

て

い

る

が
、

「
心
論
経
』

や

『

雑
心

論
』

に

は

『

心

論
』

が

詳
し

く

説
か

な
い

こ

と

を

説
く

。

そ

れ
は
口

取

大
悪
の

破

僧
を
さ

せ

る

の

は

「

無
間
業
の

誑
語

で

あ

り
、

誑
語
に

よ
っ

て

仏
の

正
法
を

非
法
と

な
し

自
己
の

非
法
を

正

法

と

な

す
」

、

と

説
く

。

さ

ら
に

「
雑
心

論
』

で

は

破
僧
す
る

こ

と

は
、

「

異

生

凡
夫
を

離
れ
て

聖
域
に

昇
進
せ

ず
」

、

と

説
く
の

で

あ
る。

最
大
果
に

つ

い

て

は

「

心

論
経
」

『

雑
心
論
』

が、

『

心
論
』

に

説
か

な

い

「

出
世
間

の

金

剛
喩
定
と

相
応
す
る

思
は

最
大

果
な
り

」 、

も

説
い

て

い

る
。

注
凵

す
べ

き
は

最
大

果
の

説
明
で

『

雑
心
論
』

は

「

一

恩
の

種
は

八

万
劫
に

し

て、

然
る

後、

多

思
成
満
す
」

（

大
正
二

八

巻
八

九
九

頁
下
段
一

行
か

ら

二

行）

で

あ
る

。

こ

の

文
は

引
満
二

業
釈
・
一

業
引
一

生
を

示
す

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
『

倶
舎
論
』

で

『

心

論
』

六

四

偈
と

そ
の

長
行
に

相
当
す
る

の

は、

業

晶
百
六

偈
と
そ

の

長

行
（
大
正
二

九

巻
九

四
頁

上
段
二

八

行
か

ら

中
段

二

一

行
ま

で
）

で

あ
る

。

こ

の

漢
本
に

相

応
す
る

プ

ラ

ダ
ン

本
の

梵
文

（

『

》

置
）

は

二

六

四

頁
二

行
か

ら
一

九

行
ま

で

で

あ

る
。

ま

た

梵
文

『

称
友

疏
』

（
萩
原

本
『

〉
評
く
』）

は

四
三

〇

頁
五

行
か

ら
］

六

行
で

あ

る
。

「
倶

舎
論』

は
『

心

論
』

や

心

論
系
論
書
に

説
か

れ

て

い

な

い
、

五

無
間

業
の

罪
の

重
い．
順
序
を

述
べ

て

曰

く、

「

余
の

無
問
の

罪
は

そ
の

次

第
の

如
く、

五

と

三

と
一

と

後

後
に

漸
に

軽

く
第
二

は

最
も
軽
し

。

恩
等

少
き

が

故
な

り
」

（
大
正
二

九

巻
九
四

頁
一

〇

行
か

ら

＝
一

行）

と
、

し

て

い

る
。

『

称
友
疏
』

に

は
最
大

悪
は
述
べ

ら

れ
て

い

る

が

最
大
果
に

つ

い

て

は
述
べ

ら
れ

て

い

な
い

。

な
ぜ

『

心
論
』

は

三

障
の

軽
重
を
略
し

て

業
障
の

軽
重
を

述
べ

た

の

か
。

そ

れ

に

つ

き

『

倶

舎
論
」

曰

く、

「

僧
己

の

破
し

て
、

乃
至

、

亠
木

だ

合
せ

ざ

れ
ば
、

　一

切
世

間
の

入
聖

、

得
果、

離

376（1468＞
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染、

漏
盡、

皆
悉
く
遮
せ

ら
れ
」

（

大
正
二

九
巻

九
四

頁
中
段
六

行
か

ら

八

行
）

と

し

て

い

る
。

す

な
わ

ち

離
染
と

得
果
の

起
こ

る
こ

と

を

妨
げ
る

無
間
業
を

強
調
し
た

い

た
め

で

あ
ろ

う
。

「

造

逆
の

定
ま

れ

る

加
行
に

は

離
染
と

得
果
と

無
し
」

（
大
正
二

九
巻
九
四

頁
二

五

行
）

『

中
論
』

の

空
性
理
論
に

お

け

る

　

　

矢
島
羊
吉
博
士

の

理

解
に

つ

い

て

木

村

俊

彦

　
矢
島

羊

吉
博
士
は

『

倫
理

学
の

根
本
問
題
』 、

『

カ

ン

ト

の

自

由
の

概

念
』

、

『

ニ

ヒ

リ
ズ
ム

の

論
裡

ー
ニ

ー

チ
ェ

の

哲
学
』

ば
か

り
で

は

な

く、

和
辻

哲
郎
『

原
始

仏
教
の

実
践

哲
学
」

（
昭

和
二

年）

に

対
す

る

批

判
か

ら

『

無
常
法
』

（

以
文
社、

昭
和
五

十
年）

を
、

更
に

『

空
の

哲

学
』

（
日
本
放
送
協
会、

昭

和
五

十
八

年）

を

刊
行
さ

れ
た

。

晩
年
は

筆
者
へ

の

書
簡
で
、

禅
の

観
点
か

ら

見
て

西
田
哲

学
は

無
を
有
と

し
て

捉
え

絶
対

者
を

相
対
化
し
て

い

な
い

か
、

論
理
に

捉
わ

れ
て

い

る
所
は
な
い

か
、

貴

兄
の

御
判
断
を
知
り
た
い

も
の

と

さ

れ
た

事
が

発
表
の

機

縁
で

あ
る

。

　
倫
理
学
特
殊

講
義
で

「

二

ー

チ
ェ

と
仏

教
」

を
講
義
さ
れ、

上

記
の

書

に

取
り
入
れ
ら
れ
て

い

る
。

和
辻
の

仏
教
学
は

、

無
常
の

法
の

「

法
」

自

体
は

変
わ

ら

な
い

も
の

と

い

っ

た

哲
学
的

解
釈
で、

「

縁
起
」

の

構
造
も

輪
廻
の

こ

と

を
言
っ

て

い

な
い

と

し

て

宇

井
伯
壽
と

共
に

木
村
泰

賢
の

理

解
を
批

判
し
た

も

の

で

あ
っ

た

が
、

矢
島

博
士
は

昭
和
十
六

年
の

雑
誌

『

思
想
』

に

「

無
常
法

−
原

始
仏
教
思

想
研
究
」

を
五

回
に

渉
っ

て

連

載
し

、

非
我

・

異

我
・

相
在
の

「

相

在
」

の

解

釈
も

舟
橋
一

哉
の

批
判
を

取
り
入
れ

な

が

ら

も

結
論
は

変
え
な

い

と

さ
れ
た

。

　

博
士

は

さ
ら

に、

空

の

思

想
の

特
異
性
を

明

確
に

し

て、

今
後
の

哲

学
・

倫
理
学
に

生
か

さ

な
く
て

は

な

ら
な
い

と

い

う

問
題
意

識
を
持
た

れ

た
。

仏
教
は

釈
迦
の

解
脱
の

表
現
で

あ
る
か

ら、

ど
の

言
葉
・

思
想
も
一

つ

の

事
柄
を

表
わ
し

て

い

る

と
さ

れ
、

そ

の

言
葉
が
一

つ

あ

れ
ば

足
り

る

と

し

た

初
め

の

研
究
の

キ
ー

ワ

ー

ド

が

「

無
常
」

で

あ
る

。

分
析
好
き

の

和
辻
と
の

違
い

が

こ

こ

に

あ
る

。

和
辻
が

「

無
常
法
」

の

「

法
」

自
体
は

永
遠
の

真
理
で

変
易
法
で

は
な
い

と

し

た

時、

先
生
は

決
然
と

し

て、

法

は

実
践
の

法
で

あ
る

と

し

て

生

滅
の

根
幹
に

関
わ

る

も
の

と

し

て

反
対
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

そ

し
て

そ
れ
は
大

乗
仏
教
の

〈

空
〉

の

そ

れ

へ

と

必
然

的
に

展
開
す
る

。

『
空
の

哲
学
』

で

は、

無

常
法
と

し
て

の

存

在
が

『

中

論
』

で

は

〈

空
〉

（
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畧
巴

と

い

う
否

定
を

通
し

て

却
っ

て

す
べ

て

が

活
か

さ
れ
る

大
い

な

る

肯
定
に

向
か

う
と

い

う

所
に

先
生
の

結
論
が

あ

る
。

こ

れ
を
ニ

ー

チ
ェ

の

実
存
主
義
的
デ
ィ

オ
ニ

ュ

ソ

ス

的
肯
定
に

類
ら

え

ら

れ、

ま
た
そ

れ

は

へ

ー
ゲ
ル

の

矛

盾
的
対
立
と

綜

合
の

世
界
観
や
西

田

哲
学
の

「

絶
対

無
」

へ

の

批
判
と

な

っ

て

現
わ
れ

て

い

る

や

に

思
わ
れ

る

（

著
書
に

は

西

田
哲
学
の

件
は

無
い
）
。

絶
対
無
が

神
や

仏
に

な
っ

て

は

（

「

場

所
的
論
理

と

宗
教
的

世
界
観
」

）
、

そ
れ

は

有
で

あ
り

相
対
無
に

陥
い

る
。

晩
年
の

私
へ

の

書
簡
「

禅
の

観
点
か

ら

見
て

西
旧
哲
学
は

無
を

有
と

し

て

捉
え
、

絶
対
者
を

相
対
化
し

て

い

な

い

か
、

貴
兄
の

御
判
断
を

知
り
た

い

も
の

と

思
い

ま
す
」

に

表
明
さ

れ

て

い

る

（
額
に

表

装
）

。

　
空
の

見
方
に

立
つ

と

す
べ

て

が

肯
定
さ

れ

る

と

言
う
論
理

は、

『

中
論
』

の

第
二

十
四
章
に

顕

著
に

現
わ
れ

て

い

る
。

そ

こ

で

は

空
観
を

単
な
る

無

と
し
て

見
る

虚
無
的
な
立

場
へ

の

注

意
が

明

快
に

説
か

れ
て

い

る

（
困

緊
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